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開館20周年記念企画展
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浜
田
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市
民
憲
章
　
　
　
　
　
　
　
一！

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
三
□
制
定
　
　
　
　
一

わ
た
く
し
た
ち
は
　
日
本
海
の
美
し
い
自
然
と
　
，

温
か
い
人
情
を
誇
る
浜
日
市
民
で
す
　
　
　
　
　
一一

明
る
い
豊
か
な
浜
日
を
つ
く
る
た
め
に
　
一こ
の
　
一

憲
事
を
定
め
力
を
あ
わ
せ
て
進
み
ま
す
　
　
　
　
一

一　
き
ま
り
を
守
り
　
よ
い
習
慣
を
育
て
　
　
　
　
　
一

さ
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
　
　
，

一　
働柔鷹櫛整筑務つ範峻乾硫
こし　　　　　一

一　
か
ら
だ
を
鍛
え
　
健
康
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

平
和
な
家
庭
を
つ
く
り
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
を

一　
教溝滋輛約力据節勤受却琳範ります　　　一

一　
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今年は郷土資料館が開館 して20周年にあたり、記念企画展

としてコーナー展「20年のあゆみ」に続いて開催されています。

米子市在住の永見費氏から寄贈された長浜人形の型1,045点

と、郷土資料館所有の人形が展示されており、長浜人形の歴

史を知ることができます。9月 29日(水)まで開催されています。
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-う のはどうか (パッターはアウトかセーフか)

市国際交流員 デ イ ビッド ・ベス トー

夏が来ると、暑い教室や職場|こいるより、外|こ出産

<な りますよね。もちろん、太陽の下で座つて本を読

おことや国光浴をすることも楽しいですが、友達と一

緒|こサッカーや野球、テ三ス、フリスビーなどをする

ことが一番楽 しいのではないでしょうか ?汗 をかい

て、勝っても負けても、友達と一緒|こ楽しい時間を過

ごすのはいいことだと思います。イギリスで、一番人

気があるスポーツほサッカーですが、クリケットとい

うスポーツも人気があります。皆さん、聞いたことが

ありますか?

クリケットの起源は、ほつきり知られてしヽません

が、500年前イギリスの羊飼いがやつていたゲームか

ら生まれたと言われています。18世紀の終わりには、

現在のクリケットができました。当時クリケットは、

上流階級のスポーツでしたが、その後、庶民にも広が

り、19世紀|こは一般的なスポーツ|こなりました。しか

し、以前の上流階級の者え万が今でも残っています。

それは、勝禾」より 「Sportsmanship」(公正なこと)が
一番大切なことです。「Umpire」(審判員)や 相手の

チームとケンカしたり、悪□を言うと出場停止処分|こ

なります。また、人の弱みにつけこんでプレーをする

ことや、言葉で相手の気をそらせることも同じです。
イ ッツ ジャスト ノツト ク リケ ッ ト

イギリスこほ 「t′s just not CricKet!」(それはクリ

ケットじゃない ! )と いう表現がありますが、それ

ほ公明正大を欠<と いう意味です。

クリケットは野球と似ていると言われていますが、

違いもを<さ んあります。炉」えば、野球の場合|こは4

つのベースがあります。 1点 を取るため 1人のバツ

ターほフアーストからホームまで走らな|すればなりま

せん。クリケツトの場合|こは2人 のバツターが 2つの

「WicKet」(ベースの代わり|こ使われるもの)の 間を

行ったり来たりします。 1点 を取るため|こ2人 は反対

倶」のウイケツトまで走らなければなりません。位置を

交代したら 1点が入ります。

野球のピツチヤーの目的は、3つのストライクで

バッターを倒すことです。クリケツトのピツチヤーの

目的は、そのウイケツト|こ当てることでバツターをlal

すことです。詳し<ほ このサイト|こ書いてあります。

http://www.geOcities co jp/NeverLand/2959/criKe

t.htm

クリケットはサッカーとバスケの次|こ世界で人気が

あり、多<の 観客を集めるスポーツで、現在、イギリ

ス、才―ストラリア、インド、南アフリカ、香港を含

お 120ケ 国で行われています。実は、日本でも行わ

れているのです。公明正大のプレーの観念がクリケッ

ト|こよって世界|こ広がれば良いと思います。この浜日

市|こも広|ザることができるかな ?

ポリオロ程義
期 日 場所

9月 2日休) 構造改善センター

9月 3日C) 子育て支援センター

9月 6日 (月) 石見公民館

9 月 7日快) 周布公民館

9月 8日欲) 国府公民館

9月 9日(本) 子育て支援セッター

9月10日Q) 石見公民館

群が経liゑど8卸崎
|ど景言|‐|||そ

してヽど

幹韓軽零評
広報はまだ :平成16年8月 15日暑

内
容

歯
科
検
診
、

フ
ッ
素
塗
布

（歯
ブ
ラ
ン
に
波
を
つ
け
塗
布
し

ま
す
）
、

つ
歯
予
防
の
話

対
象
　
在
宅
の
乳
幼
児

（歯
が
１
本

で
も
生
え
て
い
た
ら
可
能
）

※
　
保
育
園

・
公
立
幼
稚
園
入
所
者

は
園
で
受
け
て
＜
だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
３０
日
側

受
付
①
午
後
１
時
～
１
時
３０
分

受
付
②
午
後
１
時
３０
分
～
２
時

※
　
受
付
時
間
①
か
②
を
選
択
し
、

申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

（申
込

開
始
は
８
月
３０
日
側
か
ら
）

場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員
　
各
２５
人

（定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

料
金
　
３
０
０
円

持
参
品
　
新
し
い
歯
ブ
ラ
ン
ー
本

（フ
ツ
素
塗
布
用
）
、

フ
ェ
イ
ス
タ

才
ル
ー
枚
、

母
子
手
帳

申
込
先
　
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭

係

（ａ
内
線
１
６
２
、
１
７
２
）

危
険
物
・
有
書
物
の

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

収
集
車
火
災
の
主
な
原
因
で
あ
る

危
険
物
（ラ
イ
タ
ー
、

ス
プ
レ
ー
缶
、

卓
上
コ
ン
ロ
の
ガ
ス
ボ

ン
ベ
缶
）
と
、

有
害
物

（廃
乾
電
池
、

外
温
計
）
ほ

他
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
ほ
別
に
し

て
収
集
し
ま
す
。

危
険
物
と
有
害
物

を
ご
み
と
し
て
出
す
場
合
は
、

浜
日

市
指
定
燃
や
せ
な
い
ご
み
袋

（青
）

ほ
危
険
物
と
有
害
物
だ
け
を

一
緒
に

入
れ
て
、

燃
や
せ
な
い
ご
み
の
日
に

出
し
て
＜
だ
さ
い
。

①
ス
プ
レ
ー
缶
の
具
体
例

ヘ
ア
ヶ
ア
用
品
、

制
汗
剤
、

殺
虫

剤
、

昼
料
、

自
動
車
用
品
、

そ
の
ほ

か

「高
圧
ガ
ス
を
使
用
し
た
可
燃
性

の
ス
プ
レ
ー
缶
」

問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
課
清
掃
対
策

係

（ａ
内
線
２
５
７
）
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市では、大学通り (市道463暑 線および468暑

線)沿 いの歩道に設置された植樹桝 (植樹の幹周りの

部分)を 市民の皆さん|こ開放しています。

現在、 81人 (198桝 )|こ協力してもらつている

ところですが、まだ30桝 程度空いてしヽます。

|□人で、家族で、仲間で、企業で…どなたでも結構

ですので、大学通り|こマイガーデンをつ<り たい人

|よ、どしどし応募して<だ さい。

お願い事項 植 える車花の種類や管理方法など一切の

管理をお願いします。一切の費用は、応募者の負担

とします。都合|こより管理できな<な つた場合は、

いつでも辞めることができます。万一、作業中|こ事

故が発生した場合|こは、応募者の責任とします。

応募方法 地 域政策課|こ備えてある申し込み用紙|こ、

住所、氏名、連絡先、希望する区画数を明記のう

え、提出して<だ さい。

※ 不 明な点はあ問い合わせ<だ さい。

申し込み ・問い合わせ先 地 域政策課地域振興係

(a内線 342)

【勤
労
腎
少
年
ホ
ー
ム
」

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

勤
労
蕎
少
年
ホ
ー
ム
は
、

市
内
に

居
住
ま
た
は
働
い
て
い
る
勤
労
青
少

年
の
た
め
の
施
設
で
す
。

勤
労
青
少

年
の
利
用
を
優
先
と
し
ま
す
が
、　

一

般
、

学
生
も
利
用
で
き
ま
す
。

話
し

合
い
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

グ

ル
ー
プ
活
動
の
場
な
ど
に
大
い
に
利

用
し
て
＜
だ
さ
い
。

施
設
内
容
　
和
室

（定
員
２０
人
）

講
習
室

（定
員
３０
人
）

グ
ル
ー
プ
室
①

（定
員
１２
人
）

グ
ル
ー
プ
室
②

（定
員
１４
人
）

グ
ル
ー
プ
室
③

（定
員
４０
人
）

軽
運
動
室
な
ど

使
用
料
　
無
料

（冷
暖
一膚
を
利
用
し

た
場
合
実
費
負
担
）

開
館
時
間
　
月
躍
国
～
土
躍
日

午
後
１
時
～
１０
時

日
曙
日
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

ヘ
体
館
日
　
毎
週
火
躍
日

・
祝
日

問
い
合
わ
せ
先
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム

（奮
②
５
０
４
３
）

県
で
は
、

「水
と
緑
の
森
づ
＜
り

税
（仮
称
と

の
導
入
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

①
税
の
概
要

・
個
人
…
５
０
０
円

（現
行
の
県
民

税
均
等
割
年
１
、
０
０
０
円
に
５

０
０
円
を
加
算
）

・
法
人
…
県
民
税
均
等
割
の
５
％
相

当
額
（現
行
の
県
民
税
均
等
割
（資

本
な
ど
の
金
額
に
よ
り
２
万
円
～

８０
万
円
）
区
５
％

（千
円
～
４
万

円
）
を
加
算
）

・
税
収
規
模
は
１
億
６
千
万
円
程
度

（平
年
度
ベ
ー
ス
の
試
算
値
）

○
税
の
使
途

・
森
づ
＜
り

・
森
林
利
用
へ
の
県
民
参
画

・
水
を
育
お
県
民
み
ん
な
の
緑
豊
か

な
森
へ
の
転
換

・
豊
か
な
森
を
育
ぬ
工
夫

○
意
見
募
集

提
出
期
限
　
９
月
１０
日
０

提
出
方
法
　
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子

メ
ー
ル

提
出
先
　
県
林
業
課

（〒
６
９
０

Ｉ

８
５
０
１
　
祖
江
市
殿
町
１

□

０
８
５
２
④
２
１
４
４
　
ｍ
当
当
一

中Ｎ
①
↓∽
Φ
一ｏ
〇〇
０
【Φ
ネ・
の
す
一ヨ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
・
」０
）

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

テ
ー
マ

「し
ま
ね
水
と
緑
の
森
づ

＜
り
」
（予
定
）

日
時
　
９
月
４
日
０

年
後
１
時
３０
分
～
４
時

場
所
　
い
わ
み
―
る
　
４
０
１
、
４

０
２
研
修
室

問
い
合
わ
せ
先
　
県
林
業
課

（奮
０

８
５
２
②
５
１
５
８
）
、

県
税
務

課

（奮
０
８
５
２
②
６
１
７
７
）

広報はまだ :平成16年8月 15日暑



島根県立大学
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８
月
初
旬
Ｅ
計
４９
人
の
学
生
が

異
文
化
理
解
研
修
へ
と
出
発
し
ま

し
た
。

今
夏
の
行
き
先
は
、

ア
メ

リ
カ

（モ
ン
ト
レ
イ
国
際
大
学
）
、

中
国

（北
京
大
学
）
、

韓
国

（慶
北

大
学
校
）
で
、

い
ず
れ
も
本
学
の

交
流
協
定
校
で
、

国
際
的
な
名
門

校
で
す
。

こ
の
研
修
は
、

集
中
的

な
語
学
教
育
と
地
域
社
会
と
の
交
流

を
含
む
文
化
研
修
が
主
軸
で
す
。

自

分
の
常
識
や
価
値
観
が
隆

一
絶
対
で

は
な
い
こ
と
を
知
る
と
い
う
意
味
で

は
、

多
文
化
主
義
へ
の
入
門
編
と
も

い
え
ま
し
よ
う
。

約
４
週
間
と
い
う
短
期
間
で
す

が
、

山
の
よ
う
な
宿
題
や
生
活
習
慣

の
違
い
の
た
め
睦
、

今
頃
、

学
生
産

ち
は
苦
労
の
連
続
で
少
し
焦

っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
研

修
の
終
盤
Ｅ
入
る
と
、

ま
だ
日
本
ほ

帰
り
を
＜
な
い
と
い
う
思
い
が
強
ま

る
よ
う
で
す
。

学
生
産
ち
は
、

ひ
と

ま
わ
り
た
＜
ま
し
＜
成
長
し
て
浜
日

に
戻

っ
て
き
ま
す
。

研
修

の
成
果

は
、

短
期
的
な
語
学
力
の
向
上
だ
け

で
な
＜
、

学
習
意
欲
や
進
路
選
択
と

い
っ
た
長
期
的
な
形
で
も
結
実
し
て

い
き
ま
す
。

一，
十器≡
杵！！

去
る
６
月
１８
日
区
本
学
の
講
堂
ほ

て
、

イ
ラ
ク
問
題
解
説
で
お
な
じ
み

の
酒
井
啓
子
さ
ん

（ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
参
事
）
を
講
師
に
お
迎
え
し
て

本
学
総
合
政
策
学
会
主
催
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
ほ
市
民
を

含
め
４
０
０
人
を
超
え
る
入
場
者
が

あ
り
、

熱
心
に
聞
い
て
も
ら
い
ま
し

た
。

請
演
は

「主
権
委
譲
後
の
イ
ラ

ク
」
と
い
う
演
題
で
、

駐
留
軍
陸
対

す
る
イ
ラ
ク
国
民
の
不
満
が
高
ま
る

中
で
安
定
化
を
図
る
た
め
ほ
ほ
イ
ラ

ク
人
自
身
で
代
表
を
選
ぶ
、

イ
ラ
ク

人
を
重
用
す
る
な
ど
イ
ラ
ク
人
の
た

め
ほ
な
る
施
策
を
行
う
防
要
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

１０
日
後

の
郷
日
ほ
ほ
実
際
の
委
譲
が
行
わ
れ

て
お
り
、

ま
さ
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
お

話
で
し
た
。

６
月
１９
日
任
本
学
交
流
セ
ン
タ
ー

で
、

「
８
る
さ
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー

石
見
中
核
都
市
の
未
来

（あ
す
）
を

み
つ
め
て
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

中

学
生
６
人
と
、

県
立
大
生
２
人
、

市

民
４
人
の
幅
広
い
年
齢
層
が
発
表
者

と
し
て
参
加
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

し
た
。

当
日
印
象
居
残

っ
た
意
見

は
、

市
民
と
大
学
生
の
交
流
が
意
外

睦
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指

摘
で
す
。

大
学
が
遠
い
、

恥
ず
か
し

い
な
ど
、

原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
の

で
し
よ
う
が
、

浜
日
を
１０
年
後
郷
年

後
に
帰

っ
て
き
た
い

「
ふ
る
さ
と
」

Ｅ
す
る
た
め
に
は
、

大
学
生
と
市
民

の
連
携
が
不
可
欠
な
こ
と
を
再
確
認

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ホ程
韻
罵
十

県
立
大
学
で
開
講
す
る
科
目
の
う

ち
、

多
＜
の
科
目
を
社
会
人
の
き
さ

ん
に
も
広
＜
開
放
し
ま
す
。

あ
な
た

も
大
学
生
と
共
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

申
込
資
格
　
原
則
、

高
校
を
卒
業
し

た
人

開
講
科
目
　
「
日
本
の
思
想
史
」
（井

上
厚
史
助
教
授

・
月
３
限
）
、

「東

ア
ジ
ア
の
経
済
」
（張
忠
任
助
教

授

・
火
６
限
）
、

「地
場
産
業

・
産

地
」
（江
島
白
裕
動
教
授

・
本
１

限
）
ほ
か
６３
科
目

受
付
期
間

８
月
３０
日
側
～
９
月
３
日
０

受
講
期
間

１０
月
～
平
成
１７
年
２
月

間
い
合
わ
せ
先
　
教
務
グ
ル
ー
プ

（容
②
２
２
０
２
）

「
の
ど
ぐ
ろ
外
交
」

動
教
授
　
江
島
　
由
俗

先
日
、

岡
山
市
内
の
料
理
屋
で

「
の
ど
ぐ
ろ
」
に
出
会

っ
た
。

実

は
、

私
ほ
４
月
ほ
浜
日
区
来

て

「
の
ど
ぐ
ろ
」
フ
ァ
ン
ほ
な

っ
て

い
た
。

特
に
、

少
し
大
き
め
の

「
の
ど
ぐ
ろ
」
の

一
一侵
干
し
が
好

き
だ
。

鋭
い
昏
ほ
少
し
や
っ
か
い

だ
が
、

脂
の
の
り
と
あ

っ
さ
り
感

が
何
と
も
言
え
な
い
。

岡
山
の
料

理
屋
で
も
当
然

「
の
ど
ぐ
ろ
」
を

頼
ん
だ
。

ま
だ
全
国
的
に
知
ら
れ

て
い
な
い
せ
い
か
、

運
ば
れ
て
き

た

「
の
ど
ぐ
ろ
」
と

一
緒
に

一
枚

の
カ
ー
ド
が
付
い
て
い
た
。

そ
こ

Ｅ
は

「甘
味
の
あ
る
脂
と
さ
っ
ぱ

り
し
た
食
感
、

の
ど
ぐ
ろ
ほ
出
達

え
た
あ
な
た
は
ラ
ツ
キ
ー
」
と
書

か
れ
て
あ

っ
た
。

そ
の
と
お
り
で

あ

る
。
し
か
し
、

良
＜
読
お
と

「
の
ど
ぐ
ろ
は
新
潟
の
岩
船
産
が

特
に
有
名
」
と
続
い
て
い
た
。

私

は
思
わ
ず
料
理
屋
の
ご
主
人
と

「
の
ど
ぐ
ろ
談
議
」
を
始
め
た
。

結
果
、

新
た
な

「浜
日
―
岡
山
」

の
ど
ぐ
ろ
ル
ー
ト
の
実
現
可
能
性

が
高
ま
っ
た
。

私
の

「
の
ど
ぐ
ろ

外
交
」
は
成
功
裡
ほ
終
わ
っ
た
。

笠dddddudddddududoこ こ↓00・ t02ddddddddddOこ 0こ ここここdd0000こ こ↓―ひじむむ 0
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９
月
９
日
は

「救
急
の
日
」

救
急
業
務
や
救
急
医
療
体
制
を
皆

さ
ん
Ｅ
正
し
＜
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
９
月
９
日
を
「救
急
の
日
」
、

こ

の
国
を
含
お
１
週
間

（９
月
５
日
～

１１
日
）
を

「救
急
医
療
週
間
」
と
し
、

全
国
的
ほ
普
及
啓
発
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

こ
の

「救
急
の
国
」
を
通
じ
て
、

救
急
車
の
正
し
い
利
用
や
、

家
庭
で

の
事
故
の
予
防
、

家
庭
で
で
き
る
応

急
手
当
ほ
つ
い
て
者
え
ま
し
よ
う
。

◎
救
急
車
の
呼
び
方

電
話
で
１
１
９
番
任
通
じ
た
ら
次

の
要
領
で
話
し
て
＜
だ
さ
い
。

▽
　
交
通
事
故

で
す
。

（ま
た
ほ
急

病
人
で
す
。

）

▽
　
○
○
町
○
○
町
内
Ｏ
①

の
北

側
で
す
。

（目
標
ほ
詳
し
＜
）

▽
　
○
○
が
倒
れ
て
呼
び
か
け
て
も

反
応
が
あ
り
ま
せ
ん
。

（け
が
人

が
①
人
で
す
）

※
　
年
齢
、

性
別
、

症
状
も
で
き
る

だ
け
詳
し
＜
お
知
ら
せ
＜
だ
さ
い
。

▽
　
私
は
○
○
で
す
。

こ
の
電
話
ほ

○
○
局
Ｏ
①
Ｏ
Ｏ
番
で
す
。

◎
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
な
る
ベ

く
次
の
こ
と
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
　
応
急
手
当

▽
　
か
か
り
つ
け
医
師
へ
の
連
絡

▽
　
保
険
証
の
準
備

▽
　
ピ
ー
ポ
ー
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え

た
ら
、

救
急
車
を
誘
導
す
る
た
め

睦
道
路
Ｅ
出
る
。

湖
　
特
ほ
、

意
識
障
害
、

大
出
血
の

あ
る
患
者
は
、

救
急
隊
が
現
場
Ｅ

到
着
す
る
ま
で
そ
の
ま
ま
ほ
し
て

お
＜
と
生
命
の
危
機
ほ
踊
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
と
き
に
、

現
場
区
居
合
わ
せ
た
人
の
適
切
な

応
急
手
当

（気
道
確
保

，
人
工
呼

吸

・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

・
止
血
）

の
実
施
が
極
め
て
重
要
で
す
。

◎
応
急
手
当
講
習

普
通
救
命
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
９
月
６
日
側

午
前
９
時
～
正
午

場
所
　
浜
日
消
防
暑

（原
井
町
）

定
員
　
側
人

（定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

料
金
　
テ
キ
ス
ト
代
金
８
０
０
円

講
習
修
了
後
区
修
百
証
を
交
付
し

ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
気
軽
ほ
お
申
し
込
み
＜
だ
さ
い
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先
　
浜
日

消
防
署
救
急
係
（奮
②
０
１
１
９
）

「防
災
の
日
」

「防
災
週
間
」

９
月
１
日
は
、

大
正
確
年

（１
９

２
３
年
）
Ｅ
発
生
し
た
関
東
大
震
災

浜田市石嘴山市友好都市協定締結10周年記念訪申1田‐

第3次市民緑化協力訪問田
‐
募集|■

訪間先 中 国寧夏石嘴山市、北京、泰曲、曲阜

主な行事 石 階山市|こて植林活動、市民との交流活動などを

行います。また、悠久の歴史がずしりと重い、中国の尊部

「北京」。歴代皇帝が封禅の儀式を行うた製山 「泰的」。魯

の国があつた子し子のふるさと 「曲阜」などを観光、山栗省

出勇歴代の国際交流員との交流会を行います。     |

旅行日 10月 8日 0～ 13日は)(0泊 6日)   ‐

旅行費用 169,000円 (ンシグル部屋選択の場合30,06o円高)

募集人員 25人            | ‐     |

申込締切日 8月 31日側         |

企画 南 民緑化協力訪間団実行委員会 (事務局 浜 囲国際変

流協会内)

申込先 浜 田国際交流協会 (合②1241、 囲 ①1866)、

石工観光株式会社 (a②2222、 囲 ②7169)

を
追
悼
し

「防
災
の
日
」
と
定
め
ら

れ
、

こ
の
日
を
は
さ
お
８
月
３０
日
～

９
月
５
日
は

「防
災
週
間
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、

防
災
意
識
高
場
を
図
る

た
め
に
防
災
行
政
無
線
で
地
震
津
波

注
意
報
発
令
の
放
送
訓
練
を
行
い
ま

す
。

当
日
は
本
当
の
地
震
と
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、

防
災
週
間
期
間
中
は
市
役

所
１
階
ロ
ビ
ー
で
非
常
用
持
ち
出
し

品
な
ど
防
受
用
品
の
展
示
を
行

っ
て

い
ま
す
。

巻
さ
ん
も
こ
の
機
会
任
台
風
や
地

震
区
対
す
る
家
庭
で
の
備
え
に
つ
い

て
者
え
て
み
て
＜
だ
さ
い
。

放
送
訓
練
実
施
日
　
９
月
１
日

放
送
内
容
　
地
震

・
津
波
注
意
報
発

令
訓
練

問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
防
災
交
通

係

（ａ
内
線
３
２
５
）

避
難
所
の

指
定

・
指
定
解
除

総
務
課
で
ほ
、

受
害
時
避
難
所
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
所
で
す
が
、

次
の
避
難
所
に
つ
い
て
指
定
お
よ
び

指
定
解
除
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
然
災
害
ほ
は
、

洪
水
、

土
砂
受

害
、

地
震
、

津
波
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、

災
害
の
状
況
Ｅ
よ
っ
て
は
避
難

所
が
安
全
で
は
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

町
内
ほ
こ
だ
わ
ら
ず
ほ
適
切
な

避
難
所
Ｅ
避
難
し
て
＜
だ
さ
い
。

ま
た
、

普
段
か
ら
家
族
や
町
内
で

安
全
な
避
難
所
や
避
難
経
路
ほ
つ
い

て
話
し
合

っ
て
＜
だ
さ
い
。

①
新
し
く
指
定
し
た
避
難
所

長
沢
町
　
浜
日
教
育
セ
ン
タ
ー

野
原
町
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

①
指
定
を
解
除
し
た
避
難
所

野
原
町
１
町
内
公
民
館

野
原
町
２
町
内
公
民
館

相
生
町
２
町
内
公
民
館

下
山
稲
荷
神
社

（港
町
）

問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
防
災
交
通

係

（ａ
内
線
３
２
５
）

終
戦
当
時
の
引
揚
者
ヘ

ー
通
貨
証
券
な
ど
を
お

返
し
し
て
い
ま
す
―

税
関
で
は
、

あ
預
か
り
し
て
い
る

次
の
通
貨

・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。

・
終
戦
後
、

外
地
か
ら
引
揚
げ
た
人

が
、

上
陸
地
の
税
関

・
海
運
局
ほ

預
け
を
通
貨

・
証
券
な
ど

・
外
地
の
終
結
地
に
お
い
て
総
領
事

館
な
ど
Ｅ
預
け
ら
れ
を
証
券
な
ど

の
う
ち
日
本
に
送
還
さ
れ
た
も
の

こ
れ
ら
の
返
還
の
申
し
出
ほ
本
人

だ
け
で
な
＜
、

家
族
で
も
結
構
で
す
。

心
あ
た
り
の
あ
る
人
は
、

浜
日
税
関

支
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
浜
日
税
関
支
署

公
②
０
３
６
６
、

図
②
４
１
８

０
）
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こ
ど
も
業
術
館

中鱗
離
鱗
一

事売」e 渠留學拾ど単°
の こ

｀
明 誉 か 本 司 こ

来 の 5 8 治市 と 明 浜 ど
館 展 点 画 民 な 治 日 も
者 覧 の 伯 | こり 展 生 美
で 会 作 の も ま

L ま
術

| こは 品 生 選 し の れ 館
ぎ

｀
を 誕 ば た 会 の で

わ 連 紹 百 れ
°
期 国 開

つ 日 介 年 を 浜 が 本 催
て た し を 。 日 残 画 し

最
初
の
展
示
室
で
は
、

画
伯
が

浜
日
で
過
ご
し
た
１０
代
の
作
品
か

ら
有
名
な
代
表
作
ま
で
を
、

年
代

順
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

分

か
り
や
す
い
解
説
も
つ
い
て
い
る

の
で
、

「美
術
ほ
苦
手
」
と
い
う
人

も
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

の
絵
を
集
め
た
畳
敷
き
の
展
示
室
も

あ
り
ま
す
。

清
涼
感
た

っ
ぷ
り
の
こ

の
部
屋
は
、

夏
の
暑
さ
を
忘
れ
る
心

地
良
さ
で
評
判
で
す
。

今
回
の
出
品
作
品
は
、

県
内
外
の

美
術
館
や
所
蔵
家
の
曽
さ
ん
か
ら
借

り
て
き
た
貴
重
な
も
の
ば
か
り
。

こ

れ
ほ
ど
多
＜
の
作
品
を

一
度
区
見
る

チ
ャ
ン
ス
ほ
め

っ
た
に
あ
り
ま
せ

ん
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
ほ
、

浜
日
生
ま

れ
の
巨
匠
の
作
品
を
心
に

焼
き
付
け
て
＜
だ
さ
い
。

会
期
　
９
月
５
日
０
ま
で

開
館
時
間
　
午
前
９
時
３０

分
～
午
後
５
時

観
覧
料

　
一
般
５
０
０
円

高
校

・
大
学
生
３
０
０
円

小
学

・
中
学
生
２
０
０
円

世
界
こ
ど
も
美
術
館

と
月
の
活
動

■
ホ
リ
テ
ー
創
作
活
動

《
グ
ニ
ョ
ツ
ピ
ー
誕
生
》

風
船
ほ
小
豪
粉
を
ざ
ゅ
う
ざ
ゅ
う

に
つ
め
た
ら
、

グ

三
ョ
グ
三
ョ
の
不

思
議
物
体
が
誕
生
。

◎
９
月
４
日
働
、
５
日
０
、

１１
日
働
、

‐２
国
０

《
あ
つ
あ
つ
フ
ラ
ワ
ー
》

玉
子
パ
ツ
ク
を
切

っ
て
、

ロ
ウ
ソ

フ
に
近
づ
け
る
と
す
て
き
な
お
花
が

で
き
る
よ
。

色
を
め
っ
た
ら
完
成
だ
。

◎
９
月
１８
日
０
～
郷
日
冊

《
で
る
で
る
ボ
ツ
ク
ス
》

牛
乳
パ
ツ
ク
で
び
っ
＜
り
箱
を
つ

＜
る
よ
。

お
ば
け
や
怪
事
な
ど
が
飛

び
出
す
と
お
も
し
ろ
い
ね
。

◎
９
月
郷
日
棚
、

２５
日
０
、

梵
日
０

材
料
費
　
ひ
と
り
１
０
０
円

※
　
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
の
活
動
で
す
。

参
加

希
望
者
は
、

当
日
受
付
で
３
時
３０

分
ま
で
に
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

※
　
団
体
で
の
ご
利
用
は
受
け
付
け

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事

前
に
連
絡
し
て
＜
だ
さ
い
。

こど―|も業簡館ま夕112004
プやコンサート、市民の普さんや美術館スタッ列こよる創作体験屋合、食

 浜 日のいろいろな特技を持つた名人

今年で3回 目となる 『こども美術館まつり』は、芸術家|こよるワータンヨツ

べ物屋合など、さまざまなイベントが盛りだ<さ んのお祭りです。だれで

も予約なしで参カロできますので、どうぞお出か|す<だ さい③

7■‐手イス‐卜こつくみ―う オ“,|‐TⅢⅢⅢイ拝警
不思議な電子楽器オンド 'マル トノ

奏者の坪内浩文さんによるコンサー

トを行います。

日時 8月 Z2日 十日)午前100寺～午後 6時

場所 こ ども美術館 前 庭

問い合わせ先 世 界こども美術館

(a②8451)

■名A屋台

が大集合。どんな名人技が見られる

かな ?こ ども神楽も登場だ !

け孝ぴ二屋台

つ<っ たり遊んだりできる、こども

美術館のあ古。そのほか、かき米なよ

食べ物の屋台もでるよ。

絵本 『ねこのマイテイ』であなじみ

のロヨ ・サ トンさんといつしよに思

いっきり絵を描こう。

一                                                                        一

広報はまだ モ平成16年 8月 15日暑



浜日高校

硬式野球部

8月 7日 (土)～21日

(土)

開催地 :兵庫県

困危 豊□大会出場

浜田高校 歌 式野球部

8月 25日欲)～

開催地 :兵庫県

浜田ジュエア隆上教室

7月 23日Q)～25日(日)

開催地 :東京都    種 目 :女子走高跳、男子 4× 100mR

竹元麻希子さん(原井小6年)、出原直樹<ん (美川小6年)、佐 木々哲也<ん (三階小6年)、

浜□純平<ん (原井小6年)、佐々本晴典<ん (津宮小6年)、吉日陵大<ん (周布小6年)

中 や 中 中 中 や 中 ⅢⅢ Ⅲ ⅢⅢⅢ Ⅲ

『涯田市行政20年のあゆみJを
頼弱しています

市では、昭禾□46年から平成 2年 までの

20年間の浜日市政を記録した行政誌 「浜

日市行政20年のあゆみ」を 1冊5,000円で

販売しています。

ぜひお申し込み<だ さい。

申込方法 総 合調整室で直接購入または

現金書留で 1冊 |こつき5,450円(代金十

郵送料450円)を同封のうえ、お申し込

み<だ さい。

申し込み ・問い合わせ先 総 合調整室総

合調整係 (a内線 311)

”

ｉ
ｔ

ｉ
３

≡

≡

■

≡

≡

≡

≡

≡

ワンパク回碁道場

8月 2日 (月)～4日 (水)

開催地 :東京都

勝山裕太<ん (原井小 5年)

浜日高校

男子ソフトボール部

8 月7 日( 土) ～1 1 日

(水)

開催地 :浜田市

荘真会西部

7月 31日仕)～8月 1日(日)

開催地 :東京都 種 目 :空手

河野隼輝<ん (石見小 1年)

山本真司<ん (国府小3年 )

中辻悠人<ん (石見小 2年 )

高藤武<ん (石見小4年 )

河野謙人<ん (宇野小4年 )

沖日誠司<ん (国府小 6年)

瀧川真貴<ん (石見小 6年 )

浜田水産高校

柔道言F・カッター部

柔道 :7月 31日的～8月 4日 は)

力 ッヽター :7月 17日仕)～19日個)

開催地 :広島県 (柔道部)、 青

森県 (カッター部)

「鵬
目
の
輝
か
！け
通
動
」”一

市
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
基
本
で

あ
る
接
遇
を
中
心
と
し
た
応
対
の

質
の
向
上
を
図
る
た
め
、

「職
員
の

声
か
け
運
動
」
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
す
。

各
窓
□
で
ア

ン

ケ
ー
ト
用
紙
を
配
付
し
、

職
員
の

声
か
け
、

窓
□
で
の
対
応
な
ど
頂

目
ご
と
に
５
段
階
評
価
し
て
も
ら

い
ま
す
。

来
庁
の
際
は
、

ぜ
ひ
ア

ン
ケ
ー
ト
区
協
力
し
て
＜
だ
さ
い
。

な
か
、

集
計
結
果
に
つ
い
て
は

後
日
曽
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
予

定
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容

職
員
の
声
か
け
…
庁
舎
内
な
ど

で
の
職
員
の
あ
い
さ
つ
・
職
員

の
身
だ
し
な
み

窓
□
対
応
…
窓
□
で
の
職
員
の

あ
い
さ
つ
・
言
葉
づ
か
い

。
説

明

・
用
件
が
済
お
ま

で
の
時

間

・
案
内
表
示

評
価
　
大
変
満
足

・
満
足

・
普
通

・

不
滴

・
大
変
不
滴
の
５
段
階

実
施
期
間

９
月
１
日
ｍ
～
３０
日
側

実
施
場
所
　
市
庁
舎
内

※
　
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
各
課
ほ

配
置
し
、

回
収
箱
は
各
階
に
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
浜
日
市
行
財
政

改
革
推
進
本
部
事
務
周

（総
合

調
整
室
内
　
ａ
内
線
３
１
２
）
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るを目留民ン客呆暑
曾条番  号猛轟圭
o さ ろ   掌 分

V 成

6 ん う   校 ;  1 7

○
高
校
卒
業
程
度

受
験
資
格
　
昭
和
５８
年
４
月
２
日
～

６２
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

採
用
予
定
人
数
　
一
股
事
務
２
人
、

土
木
１
人

・
学
校
事
務

（出
雲
地

区
）
２
人

○
資
格
免
許
職

受
験
資
格

臨
床
検
査
技
師

・
視
能
訓
練
士
…

昭
和
研
年
４
月
２
日
～
５９
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
人

動
産
師
…
昭
和
５０
年
４
月
２
日
～

５９
年
４
月
１
日
ほ
生
ま
れ
た
人

看
護
師
…
昭
和
５‐
年
４
月
２
日
～

６０
年
４
月
１
日
区
生
ま
れ
た
人

司
書
…
昭
和
貶
年
４
月
２
日
～
６０

年
４
月
１
日
ほ
生
ま
れ
た
人
。

※
　
採
用
に
あ
た
っ
て
は
各
免
許
ま

た
は
資
格
が
防
要
で
す
。

採
用
予
定
人
数
　
臨
床
検
査
技
師

・

視
能
訓
練
士

・
司
書
各
１
人
、

助

産
師
２
人
、

看
護
師
郷
人

受
付
期
間
　
９
月
３
日
０
ま
で
（郵

送
の
場
合
、

当
日
消
印
有
効
。

イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
付
期
間
は

８
月
２７
日
０
ま
で
）

第
１
次
試
験
日
　
９
月
２６
日
０

①
学
芸
員

・
研
究
員

受
験
資
格

学
芸
員

（西
洋
絵
画
）
…
昭
和
４６

年
４
月
２
日
～
５８
年
４
月
１
日
ほ

生
ま
れ
た
人

研
究
員

（機
械
工
学
）
…
昭
和
４６

年
４
月
２
日
～
５８
年
４
月
１
日
ほ

生
ま
れ
た
人

※
　
掌
芸
員
ほ
採
用
に
あ
た
っ
て
資

格
が
魅
要
で
す
。

採
用
予
定
人
数
　
各
１
人

受
付
期
間
　
９
月
３
日
０
ま
で

（郵

送
の
場
合
、

当
日
消
印
有
効
）

第
１
次
試
験
日

９
月
２６
日
０
、

２７
日
働

※
　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ

い
。

〔円
三
剛
一
県
人
事
委
員
会

（〒
６
９

０

１
８
５
０
１
　
松
江
市
殿
町
１

番
地
　
な
０
８
５
２
②
５
４
３

８
）
、

県
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
　
す
ま
マ

＼
＼
〓
〓
〓
　
ｏ
【①
ネ・
∽
丁
一ヨ
い
コ
①
・
一０
＼

療即齢酪翻研価馳報能士

料
理
区
分
　
日
不
料
理
、

西
洋
料
理
、

麺
料
理

□

学
科
試
験
…
平
成
１７
年
１
月
１６

日
０

実
技
試
験
…
１
月
１６
日
０
～
２
月

‐８
日
０

受
付
期
間
　
９
月
１３
日
側
～
１０
月
８

日
０

（消
印
有
効
）

日

実
技
試
験
…
１
８
、
８
０
０
円

学
科
試
験
…
３
、
７
０
０
円

（円
Ｘ
剛
｝
試
験
案
内

・
受
験
申
請
書

な
ど
ほ
８
月
１６
日
働
か
ら
郵
便
で

請
求
で
き
ま
す
。

他
調
理
技
術
技

能
セ
ン
タ
ー

（〒
１
０
７

‐
０
０

５
２
　
東
京
都
港
区
赤
坂
７

‐
‐０

，
９
　
第
四
文
成
ビ
ル
な
①
３
５

８
４
‐
１
９
３
１
、

□
①
３
５
８

４

‐
１
９
３
２
）

手
話
講
揮
！一！！一！
■
！

浜
日
ろ
う
学
校
で
は
、

「話
し
て

み
よ
う
あ
な
た
の
手
で
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
手
話
講
座
を
開
催
し
ま

す
。　

日
常
会
話
が
手
話
で
表
現
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

一
緒
ほ
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
手
話
に
関
心
が
あ
り
毎
回
受

講
で
き
る
人

帥

　

塾

一
歩
進
ん
だ
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

活
用
法
を
勉
強
し
ま
し
よ
う
。

対
象
　
小ア
ジ
カ
メ
を
所
有
も
し
＜
は

撮
影
経
験
が
あ
る
人
。

〔∪

９
月
１２
日
０

午
後
１
時
～
４
時

□

い
わ
み
―
る
　
４
階
パ
ソ
コ
ン

3 ^ 学V 奮
校

①
0牛
1尾
4 さ

2   年
]寺   3
30    戸弓
分  の

金
躍

島
根

研
修
室

（同
一
１０
人

（申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
地
選
）

日

無
料

応
募
方
法
　
８
月
３‐
日
側
ま
で

（当

日
必
着
）
区
往
復

は
が
き
か
Ｅ

メ
ー
ル
で
、

住
所
、

氏
名
、

電
話

番

暑

（あ

れ
ば
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

暑
、

甲
吾
二
）
を
記
入
。

衛
〉
∩
〕

Ｍ
ｃ
浜
日
事
務
局
　
南
條

さ
ん

（〒
６
９
７

‐
０
０
１
６

野
原
町
１
８
２
６

１
１
　
西
部
惰

報
化
セ
ン
タ
ー
内

「Ｍ
Ｃ
浜
日
の

パ
ソ
コ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
９
月
」

（奮
②
９
３
４
６
）
甲
轟
王
当
甲

一Ｄ
瑞〇
〇
一〓
фヨ
一　
〇
・ヽ　」ｏ

す
許
汁ｏ
中＼
＼
〓
〓
〓
・∞
【〇
⊂
０
・　
一〓
Φヨ
↓・
〇
【

」ｏ
＼ヨ
Ｏ
丁
∞ヨ
∞
α
∞
＼

市ボライ■ヤｆｔ，ウ「
ょり

洗
濯
や
買
い
物
な
ど
で
困
っ
て
い

る
入
院
患
者
さ
ん
の
お
手
伝
い
を
し

て
も
ら
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

（円
Ｘ
剛
｝
向
原
さ
ん

（奮
②
０
０
９
４
）
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頼
離
魂
輔
捷

公
開
収
揮
！！！！！！！！
！
！

〔円
一
９
月
１２
日
０
　
午
後
２
時
脩
分

開
場
　
午
後
３
時
開
演

同

石
央
文
化
ホ
ー
ル
　
大
示
―
ル

出
演
者
　
野
原
み
ど
り

（ピ
ア
ノ
）
・

千
葉
純
子
（バ
イ
才
リ
ン
）
・
菊
地

知
也

（チ
エ
□
）
・
櫨
実
健
太

（ビ

才
ラ
）
ほ
か

放
送
予
定
　
Ｎ
日
Ｋ
衛
星
放
送
（日
時

未
定
）
お
よ
び
Ｎ
日
Ｋ
‐
Ｆ
Ｍ
放
送

で

（１０
月
１
日
０
）
全
国
放
送
予

定
日

無
料

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
し
込

ん
で
＜
だ
さ
い
。
１
枚
で
２
人
ま

で
入
場
で
き
る
入
場
整
理
券

（ハ

ガ
キ
）
を
返
信
し
ま
す
。

応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま

す
。

〔∪

〒
６
９
７
‐８
５
０
１
　
殿
町

１
番
地
　
浜
日
市
教
育
委
員
会
文

化
振
興
課

「
ベ

ス
ト
才
ブ
ク
ラ

ン
ッ
ク
」
係

申
込
締
切
日
　
８
月
３０
日
働
必
着

□

教
育
委
員
会
文
化
振
興
課

（奮

内
線
４
６
４
）
、

石
央
文
化
ホ
ー

ル

（ａ
②
２
１
０
０
）
、

Ｎ
日
Ｋ
松

江
放
送
局

（ａ
０
８
５
２
②
０
７

１
２
）

・
ご
住
所

。
お
名
前

・
電
話
番
暑

〔）あなとのご住所

〒。
　
あ
な
た
の
お
名
前
　
様

※
　
何
も
記
入
し
な
い
で

＜
だ
さ
い
。

１
　
浜
日
而
殿
町
１
番
地

昨
　
浜
日
市
教
育
委
員
会

一Ｔ
　
　
　
　
　
　
　
文
化
振
興
課

「ベ
ス
ト
才
ブ
ク
ラ
ン
ッ
ク
」
係し

ソ
バ
の
種
ま
き
か
ら
刈
り
取
り
、

２
月
の
ソ
バ
打
ち
ま
で
体
験
し
ま

す
。

今
回
ほ
種
ま
き
を
し
て
、

そ
の

あ
と
そ
う
め
ん
流
し
を
し
て
交
流
し

ま
す
。

対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

〔Ｕ

８
月
劉
日
０
　
午
前
９
時
～
正

午

（９
時
ほ
市
総
合
福
祉
セ

ン

タ
ー
駐
車
場
に
集
合
）

〔陽
一
三
階
町
　
桐
日
さ
ん
宅

《往信表面》 《返信ウラ面》 《返信表面》 《往信ウラ面》

日

種
ま
き
　
無
料

そ
う
め
ん
流
し
　
△
蚕
員
２
０
０
円

会
員
外
３
０
０
円
（各
３
歳
以
上
）

同
〕

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お

や

こ
劇

場
浜

日

・
那
賞
セ
ン
タ
ー

（
谷
②
６
３

９
６
）

講期翻薄胡ずヤ型ヤィ‐

〔Ｕ

ｌｌ
月
２８
日
０
　
正
午
開
演

□

石
央
文
化
ホ
ー
ル
　
大
ホ
ー
ル

（棚
｝
前
売
券
　
６
０
０
円

当
日
券
　
７
０
０
円

つ
い
て
ほ
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
　
唄

・
め
ど
り

・
楽
謡
演

奏
そ
の
ほ
か

募
集
団
体
　
郷
団
体
ま
た
は
個
人

申
込
方
法
　
は
が
き
ま
た
は
電
話
で
。

□

瀬
上
澄
恵
さ
ん

（長
沢
町
５
９

２

千
１
　
奮
②
４
８
９
６
）

申
込
締
切
日
　
９
月
２０
日
冊

主
催
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
ん
で
ん
虫
の
会

□

Ｎ
Ｔ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア
ク

ト
中
国
　
荒
木
仁
さ
ん

（ａ
０
９

４
６
５
０

１
８
７
５
８
）

０

‐
押朔郷障嬢鶴曲報輸坤フラフ

統
計
思
想
の
普
及
向
上

・
統
計
の

表
現
技
術
の
研
究
Ｅ
役
立
て
る
た
め

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
県
内
居
住
者

第
１
部
…
小
学
校
１
、
２
年
生

第
２
部
…
小
学
校
３
、
４
年
生

第
３
部
…
小
学
校
５
、
６
年
生

第
４
部
…
中
学
生

第
５
郡
…
高
校
生

・
学
生
お
よ
び

一
般

パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
…
小

学
生
以
上

課
題
　
自
由
。

た
だ
し
、

小
学
４
年

生
以
下
に
つ
い
て
は
、

児
童
が
観

察
ま
た
ほ
調
査
し
た
結
果
を
グ
ラ

フ
に
し
た
も
の
。

申
込
締
切
日
　
９
月
１０
日
０
魅
着

※
　
小

・
中
学
生
の
作
品
に
つ
い
て

は
学
校
で
ま
と
め
て
応
募

入
賞
作
品
の
発
表
　
９
月
下
旬

〔円
三
剛
一
県
統
計
調
査
課
内
　
島
根

県
統
計
協
会

（〒
６
９
０

‐
８
５

０
１
　
松
江
市
殿
町
１
番
地
ａ
０

８
５
２
②
５
０
７
８
）

平
成
■
年
度

『い
の
３
！
り
増
壌
≡
≡

募
集
作
品

「私
を
立
ち
上
が
ら
せ

て
＜
れ
た
母
の
あ

の

一
言
」
を

テ
ー
マ
に
、

自
分
の
人
生
ほ
影
響

を
写
え
を
母
か
ら
の
言
葉
を
募
集

し
ま
す
。

可
こ
と
ば
」
を
６０
字
以

内
、

そ
の
時
の
状
況
を
４
０
０
字

以
内
で
ご
記
入
＜
だ
さ
い
。

対
象
　
制
限
な
し

（応
募
数
共
）

応
募
方
法
　
住
所
、

氏
名
、

年
齢
、

電
話
番
暑
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（任
意
）
、

学
校
名
を
記
入
し
次
の

ど
ち
ら
か
の
万
法
。

①
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
区

よ
り
直
接
応
募

②
学
校
、

団
体
、

公
民
館
な
ど
で

ま
と
め
て
応
募

申
込
締
切
日
　
９
月
３０
日
側
魅
着

〔剛
三
剛
一
兵
庫
県
但
東
町
教
育
委
員

会
内
　
東
井
義
雄
賞

『
い
の
ち
の

言
葉
』
募
集
係

（〒
６
６
８

‐
０

３
９
３
　
兵
庫
県
出
石
郡
但
東
町

出
合
１
５
０
　
奮
０
７
９
６
①
ｌ

０
１
０
、

囲
０
７
９
６
①
ｌ
０
１

５ｍ
‐ヨ
い
一
一
本̈
一⊃
①
⊃
本
∞
⊃
〇
岸〇
一バ
↓∋
①
⊃
本
ф

∋
。
」０
）

※
　
応
募
用
紙
ほ
教
育
委
員
会
文
化

振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
イ
ツ
相
ギ
婦
掃

「全
国
豊
か
な
海
づ
＜
り
大
会
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０
０
人
の

会
」
で
は
、

毎
月
１
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
海
岸
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

〔剛
一
８
月
２８
日
０
　
午
前
了
時
３０
分

～
　
（１
時
間
程
度
）

集
合
場
所
　
ア
ク
ア
ス
前
広
場

清
掃
場
所
　
ア
ク
ア
ス
前
海
岸

※
　
小
雨
決
行
　
参
加
し
た
人
に
は

サ
ポ
ー
ト
通
貨

「神
楽
」
（５
０
０

円
相
当
）
を
配
布
し
ま
す
。

□

牛
尾
さ
ん

（な
０
９
０

１
８
２

４
４

１
９
４
２
９
ヽ
全
国
豊
か
な

海
づ
＜
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」
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第
３６
回
浜
田
市
美
術
展

一
般
公
募
震
作
品
を
募
集

応
募
資
格
　
中
学
生
以
上
の
石
見

地
方
在
住
者

書
の
部
　
第
１
部
…
前
衛
、

第
２

部
…
漢
字

・
か
な

。
近
代
詩
文

な
ど
。

絵
画
の
部
　
油
絵
、

水
彩
画
、

日

本
画
、

版
画
、

素
描
、

デ
ザ
イ

ン
、

彫
刻
舎
向
校
生
の
み
）
な
ど

写
真
の
部
　
題
材
自
由

自
由
作
品
の
部
　
工
芸
、

ち
ざ
り

絵
、

水
墨
画
、

彫
刻
な
ど

出
品
点
数

・
出
品
料
　
絵
画

・
彫

刻

・
書
…
各
部
門
１
人
１
点
限

り
１
、
５
０
０
円
（５
０
０
円
）

写
真
…
１
人
３
点
以
内
　
１
点

１
、
５
０
０
円

（５
０
０
円
）

自
由
作
品
…
１
人
１
点
限
り

１
、
０
０
０
円

（３
０
０
円
）

※
　
出
品
料
は
作
品
搬
八
時
区
受

け
付
け
ま
す
。

※
　
（　
）
は
中

・
高
校
生
の
出
品
料

作
品
の
規
格
　
未
発
表
の
自
己
作
品

で
、

作
品
の
一異
な
ど
区
展
示
用
布

吊
り
組
の
あ
る
も
の
。

ガ
ラ
ス
八

り
額
装
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て

受
付
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

取
り
外

し
が
不
可
能
な
場
合
な
ど
は
受
付

し
ま
す
。

た
だ
し
破
損
し
た
場
合

の
貢
任
ほ
負
い
か
ね
ま
す
。

出
品
票
の
受
付
　
必
要
事
項
を
記
入

し
、

左
記

へ
提
出
し

て
＜
だ
さ

い
。

配
達
記
録
郵
便
に
よ
る
送
付

も
可
能
で
す
。

受
付
期
間

・
場

・
時
間

９
月
１６
日
閑
～
３０
日
閑

教
育
委
員
会

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
６
時
３０
分

（土
日
祝
を
除
＜
）

文
化
協
会

〔市
郷
土
資
料
館
内
〕

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

（別
日
側
、

黙
日
０
、

２７
日
例
を

除
＜
）

作
品
の
搬
入
　
１０
月
５
日
側
　
午
後

３
時
～
７
時
に
美
術
館
へ
搬
入
。

っ

一っ

一
０

■
っ

≡０

，ｐ

，
ｐ

一ｐ

，
，
０
≡
ツ

０

（出
品
票
の
受
付
が
済
ん
で
い

る
作
品
の
み
）

展
示
期
間
　
１０
月
９
日
０
～
１７
日

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時
ま

で

（‐７
国
は
午
後
３
時
）

□

世
界
こ
ど
も
美
術
館

審
査

・
表
彰
　
審
査
の
上
、

特
に

す
ぐ
れ
た
作
品
は
、

表
彰
し
ま

す
。

表
彰
式
ほ
１０
月
１７
日
０
午

後
３
時
か
ら
世
界
こ
ど
も
美
術

館
で
行
い
ま
す
。

□

教
育
委
員
会
文
化
振
興
課

（な
内
線
４
６
４
）

※
　
作
品
募
集
要
項

・
出
品
票
ほ

教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
、

市

郷
土
資
料
館
、

世
界
こ
ど
も
美

術
館
、

市
役
所
各
連
絡
係
、

市

立
公
民
館
、

図
書
館
、

い
わ

み
―
る
、

右
央
文
化
ホ
ー
ル
、

ベ
ア
ー
レ
浜
日
、

サ
ン
マ
リ
ン

浜
日
、

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
日

任
あ
り
ま
す
。

1  野 ‐

「共|こ50年J細 )|‖原子さん

「光風|こ舞う」松尾勝義さん

「流星」|1渡違 栄 さん

，

写

卓

母

ｓ

Ｓ

と

′
ｄ

こ

′ｄ

と

イ
写

８

，
し
，

与

じ

Ｇ

ｌ

ｔ

，

ｃ

ｔ

さ

・ざ

令

け じ(0｀ |〕0コ び コ`びよ外 JJ【 iS3ら J`J● 0｀30｀ Jり 的` 3`9｀ 印り` 9び J`び 3`び 9`D｀ 大】t`【】コJ卜501 コ`び 9`び `び Jび ilびど0・=げ ■■OⅢ 91●中S・〕0・|=び 3`げ -3び 〕0■|〕D卜JD t`〕び lヽσ`

平
成
１７
牢
標
岨
姉
規
よ
式

新
成
人
の
皆
さ
ん
、

あ
め
で
こ
う

ご
ざ
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、

社
会
教
育
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て

成
人
式
を
行
い
ま
す
。

個
人
宛
て
の

通
知
ほ
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

該
当
す

る
人
ほ
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

出

席
し
て
＜
だ
さ
い
。

対
象
　
新
成
人

（昭
和
５９
年
４
月
２

日
～
昭
和
６０
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
）

□

平
成
１７
年
１
月
９
日
０

年
後
１
時
３０
分
～

□

石
央
文
化
ホ
ー
ル

（予
定
）

※
　
普
段
の
服
装
で
気
軽
ほ
参
加
し

ま
し
よ
う
。

（円
ス
側
一
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
奮
内
線
４
５
７
）

！
錬

測

静

斎

材

，

ギ

ヤ

↓

ブ

！
演
題

「企
業
の
地
域
社
会
へ
の
貢

！　
　
任
と
貢
献
」

！　
講
師
　
井
上
定
彦
さ
ん

（県
立
大
学

！　
　
教
授
、

北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ

一　
　
ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
交
流
セ
ン

一　
　
タ
ー
長
）

！
〔∪

９
月
１
日
側

！　
　
午
後
７
時
～
８
時

一
〔陽
一
浜
日
三
ュ
ー
キ
ャ
ツ
ス
ル
ホ
テ

一
　

　

レ

一
（剛
ヤ
浜
日
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務

一
　

局

公
②
３
７
５
９
、

囲
②
７
７

一　
　
２
７
）

タレつタッDタレ,ダゥDタレう″ゥ〕″レDタレうタッ〕タッ予ゃミ・ゃヽCゃヽ・ゃヽ・ゃヽ
,                                       ぐ

'  上原まり師前琵琶  ミ
,    コ ンサート    ヽ
と□9月5日0午後2時開演  さ

景り]王巻曳整ストぃゎみ 島日ひ 号
ミ  とみさん (a②2511)     ,
b                                `
ミヘリヽ へりヽ へりヽ へ,ミヘJ へヽ, へヽ, へヽ) へヽ) へヽXつ プCわ/Cつ 〃(つ/Cハ 〃
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に
ほ
ん
置
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

教
室
っ
て
，

！
　

！

松
江
で
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

さ
れ
て
い
る
宮
川
澄
子
さ
ん
を
講
師

に
、

グ
ル
ー
プ

の
活
動
や
ボ
ラ

ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
も
ら

い
ま
す
。

在
住
外
国
人
と
日
本
語
交

流
活
動
区
興
味
の
あ
る
人
、

ぜ
ひ
参

加
し
て
＜
だ
さ
い
。

私
た
ち
と

一
緒

Ｅ
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

□

８
月
郷
日
０

午
前
１０
時
１５
分
～
正
午

□

浜
田
市
民
集
会
所
　
第
３
会
議

室
講
師
　
宮
川
澄
子
さ
ん

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「だ
ん
だ
ん
」

圃

２
０
０
円

申
込
締
切
日
　
８
月
２５
日
側

□

湖
潮
さ
ん

（な
②
３
５
２
０
）

主
催
　
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ

「
い
ち

・
ほ

・
さ
ん
」

お
忘
れ
な
く
Ｈ

市
県
民
税

（普
通
徴
収

・
第

２
期
）
。
国
民
健
康
保
険
料
（第

３
期
）
の
納
付
期
限
は
、
８
月

３‐
日
側

・
□
座
振
替
日
は
８
月

３０
日
側
で
す
。

革】ｕ神キれれヽ
越壇ギ‐

明
日
の
島
根
の
た
め
の
地
域
集
会

県
の
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
を

踏
ま
え
、

約
１０
年
後
の
収
支
均
衡
体

質
へ
の
転
換
へ
向
け
て
、

平
成
１６
年

度
か
ら
３
年
間
の
取
り
組
み
を
定
め

る

「島
根
県
中
期
財
政
改
革
基
本
方

針
」
を
１０
月
に
策
定
す
る
予
定

で

す
。

こ
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、

広

＜
営
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
、

こ
の
改

革
ほ
つ
い
て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
た
め
に
集
会
を
開
催
し

ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

説
明
内
容

①
三
位

一
体
の
改
革
区
つ
い
て

②
島
根
県
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

③
中
期
的
な
財
政
改
革
に
つ
い
て

④
施
策
の
優
先
順
位
に
つ
い
て

〔Ｕ

８
月
郷
日
０
　
午
前
９
時
３０
分

～
１１
時
３０
分

□

浜
日
ワ
ン
ソ
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ

ザ
　
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
ー
ル

〔同
一
１
５
０
人
程
度

□

県
政
策
企
画
監
室
政
策
ス
タ
ツ

フ

（ａ
０
８
５
２
②
６
３
２
２

・

５
９
５
９
、

□
０
８
５
２
②
６
０

３
４
）

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
長

浜
町
　
宮
下
電
子
　
▽
相
生
町
　
島

日
整
理
　
▽
熱
日
町
　
板
本
孝
治

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
上
府

町
　
佐
々
本
利
江
　
▽
黒
川
町
　
中

川
久
子
　
▽
周
布
町
　
玉
野
学
　
▽

熟
日
町

亡退
藤
寿
紀
　
▽
長
浜
町

中
西
秀
子
　
▽
新
町

宮
本
英
男

▽
大
辻
町
　
角
日
紘
司

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町
　
宮
本
榮
　
濱
野
保
　
①
唐
鐘

９
＝
▽
国
分
町
　
宮
本
業
　
①
唐
鐘

２
１１
▽
国
分
町
　
渡
野
保
　
○
治
和

１
＝
▽
治
和
町
　
一高
原
辰
雄
　
○
日

脚
＝
▽
日
脚
町
　
一二
浦
庫
士
　
袋
尻

薯
　
那
日
奎
吾
　
○
相
生
３
＝
▽
相

生
町
　
島
日
整
理
　
○
松
羽
＝
▽
内

村
町
　
森
本

一
正

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町
　
宮
本
榮
　
渡
野
保
　
○
周
布

１
＝
▽
周
布
町
　
玉
野
学
　
○
治
和

６
＝
▽
治
和
町
　
茅
野
砥
男
　
①
瀬

戸
ヶ
島
会
＝
▽
瀬
戸
ヶ
島
町
　
中
部

義
美
　
○
長
浜
＝
▽
熱
日
町
　
平
野

ス
ミ
ヨ
　
○
石
見
＝
▽
相
生
町
　
島

日
整
理

◎
た
ん
ぽ
ぽ
の
里
へ
　
▽
国
分
町

宮
本
榮
　
▽
長
浜
町
　
中
西
秀
子

◎
市
立
図
書
館
へ
　
▽
相
生
町

日
野
正
幸

◎
夕
陽
ヶ
丘
へ
　
▽
長
浜
町
　
中

西
秀
子

▽

首
本

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
①
日
脚
日
▽

日
脚
町
　
肥
後
ナ
ミ
ヨ
　
○
牒
田

原
＝
▽
傑
日
原
町
　
佐
々
木
芳
男

①
佐
野
＝
▽
佐
野
町
　
寺
前
静
子

◎
府
城
セ
ン
タ
ー
ヘ
　
▽
上
府
町

佐
々
本
軍
次

◎
市
郷
土
資
料
館
へ
　
▽
三
隅
昭

神
本
晃
　
▽
清
水
町
　
清
水
ミ
ツ

ヨ
　
▽
大
辻
町
　
河
日
竹
夫

◎
つ
く
し
保
育
園
へ
　
▽
佐
野
町

藤
日
知
子

◎
さ
ざ
ん
か
へ
　
▽
港
町
　
新
井

伸
之

光 ◎
町 市
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練診 |■級 軍 な ど 自|1日 | 障■■1間| 所 内 容 な ど 備 者

基本健康診査
10月30日ll)

まで
各診療時間

指定医療機関

(6月1日暑の1云報ほ掲動
対象 :40歳 以上

受診料:1,000円

申

込

不

要

前立腺がん検診
10月30日ll)

まで
各診療B寺間

指定医療機関

(6月1日暑の広報こ掲動

対象 :40歳以上の男性

血液検査 篠め幻 こよる検診です

受診料:1,500円

(善診者全員魅要)

胃がん検診

8月18日は)
8:00ハフ8i30 長浜公民館 対象 :40歳以上

国民健康保険カロ入者は無料です。

受診料:1,100円

9:30～ 10i00 日脚児童館

13:00～13i30 裸 日 原 公 民餌

8月20日Q)
8:30/や9i00 浜田市民集会所

10:00～10i30 浜日保健所

9 月 7 日快)

8:30-9 i00 宇野東児童館

10:00～10130 上府三宅集会所
13:00～13,30 一の瀬集会所

9月 13日偶)

8:30-9,00 石原集会所

10:00～ 長浜公民館

13:00～ 日橋児童館

子宮がん検診

8月 30日偶)

9:30～ 裸日原公民館 対象:30歳以上

必要 こ応 じて精密検診実施 した

場合 こは、別途3,400円負担 して

もらいます。

受診料:1,000円

11:00～ li30 美)西 131れあいセッター

13:30～ 4130 農業構造改善センター

9 月 6 日( 月)

9:30～ 長浜商港会館

10:30～ 福井集会所
13:30～ 4130 石 甲,公民館

9月10日Q)

9:30～ 久代公民館

10:30～ 国府自治会館
13:30～ 生湯 4町 内児童館

14:30～ 長沢 2町 内児童館

9月 14日快)

9:30～ ペアーL/)兵日

10:30～ 浜日保健所

13:30～ 日‖去‖児童館
14:30～ 津摩児童館

9月17日Q)

9:30～ 右原集会所

10:30～ 熱日13町内集会所

13:30～ 4130 国府公民館

夢し児健康診査 9月 14日快)
13100～13130 子育て支援センター

対象 :平成 16年4月 生まれ 受診料 :無料

該 当者 | こほ個
人キ高年同|′君Ed「ハ

十歳6か月児健康診査 9月 28日快) 対象 :平成15年 2月 生まれ

3歳 児健康診査 9月 16日体) 対象 :平成13年 5月 生まれ

健康相談
月躍日

と金躍日

9:30～ 11,00 子育て支援センター 保1建師等による相談 ・身体計測 ヨ1女nl甲・4千t需☆寸身

13:00～15i00 市役所地階健康相談室 m圧 ・イ本脂月方演貯、 1醇康本目談 成人対象

断酒会
8月 17日(火) 19:00～21i00 浜 日 雨 民集 会 所 気軽|こ参力□して<だ さい。

問い合わせ先 山□源吉さん俗②2495)
※浜日市外の人
も参力日で茉ます9月 7日快) 19:00～21100 浜日保健所

ヨしがん検診
8月 30日(月)

13:30～14:30

農業構造改善センター 対象 :30歳以上
受診料:300円

申込先:①

申

込

魅

要

9 月 6 日( 月) 石見公民館

9月17日Q) 国府公民館

禁煙相談 8月27日Q) 13100～15,00 市役所地階健康相談室
内容 :尿 こ含まれるエコチン濃

度沢」定および個別相談

予約した3守間|こきて<だ さい。

斗無

①
料

先

談

込

相
申

糖尿病相談日
9 月8 日( 水)

(毎月第2水躍日)
13,00～17:00 市役所地階健康相談室

保健師、栄養士こよる相談
予約したB寺間|こきて<だ さい。

料無

①
料

先

談

込

相

申

生活リハビリ教室

(脳しヽきしヽきコー

ス)

9日 16日休) 13i30～15:30 ケアハウス美川 痴呆予防や転任」予防|こ関する数室
斗無

②
料
先

加

込

参
申

8目掛日9日6 . 1 3日鼎

13130～15:30 総合福祉センター8月24・31日快)

0月齢日9月|.1個側
※ 基 本健診および各がん検診で、70歳以上の人、生活保護世帯 ・市民税非課税世帯の人は受診料が免除されます。 (ただし、前立腺がん検診は除きま
すハ)※  冒 がムフ絞診は、中隠状熊でないと害診できません。 (午前暫診は朝食絶食、午後受診ほ受診 6時間前より絶食)

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

※ 各 種健 (検)診 こついては、浜日市民を対象とします。

|1皐ねあ執お議す|■|||||の―|■

ボ鵡 .1颯態皆暫験跳快踏ず,W ヽ       T''予
け
|<砕

｀問い合わせ先 :③

ツベルクリン反応期日 会  場 受付時間 B C G 期 日 備 者

8月 25日は) 浜 日 公 民 館
13:40-14,10

8月 27日Q) 半」定およびBCG接 種は、市内の小児科で個別

|こ実施します。電話で予約をして受けて<ださい。9月 29日 171) 右 見 公 民 館 10月1日Q)

来■リベルクリ|シ反応検査は48時蔵以内に判定しま家夢=1必 ず,IC10残種を受け“|くださいと

広報はまだ :平成16年 8月 15日暑  12


